
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 関市立桜ヶ丘中学校 

実 施 期 間 平成２６年９月２０日（土）～１１月２９日（土） 

実 施 概 要 

 
①授業・体育大会の家族参観 
②地区ふれあいセンターでのイベント・文化祭参加 
③地域の保育園園児との交流，赤ちゃんふれあい体験 
④ＰＴＡ資源回収 
 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然  □歴史   ✓  文化   □産業   ✓その他 

 公開の方法 
  ✓  授業公開 □ 成果発表 ✓ 交流活動 ✓  講演会等 
 
  ✓  地域行事等参加 ✓  その他 

来 校 者 数 
保 護 者 約 ４２０   人 

  計   約４８０   人 
地域関係者 約  ６０   人 

実 施 状 況 

・年間行事である授業参観日や体育大会に，学校を広く開放・公開した。
体育大会では，自治会連合会支部長や主任児童委員，地域の敬老会の方々
に参観していただき，現在の本校の様子を参観していただいた。 

・地域で子どもを育てる意識・伝統があり，地域の夏まつりや文化祭など
の多くの諸行事に，ボランティアとしてのべ２２５人の生徒が参加した。 

・家庭科の授業において保育園児を受け入れ，今年度は生徒が製作したお
もちゃを使って交流を行った。また，乳幼児の育て方なども，関係者の
協力を得て交流授業として行った。 

・ＰＴＡの方々の全面主導で，生徒が全員参加して年３回の資源回収を行
った。 

 

成果及び課題 

・現在の本校の落ち着いた状況や生徒と教師が一体となって活動する姿を
知っていただいた。地元に長く住む住民の方からは，本校の現況にお褒
めの言葉をいただいている。 

・今年度はボランティア活動に参加する生徒数も増え，ボランティアを主
催する方々からは，「いろいろ積極的に仕事を行ってくれてありがたい。
よく育っている。」との高く評価していただいている。また，上級学年
が下学年を指導するなど，各地域で引き継がれていく姿が見られる。な
お，ボランティアに参加した団体のうち３団体が関市の善行青少年表彰
を受けた。 

・協力的な保育園や乳幼児を抱える母親の皆さんに，日頃できない体験を
させていただくことができた。特に母親の言葉から，自らのことに振り
返って親の愛情を感じることができていた。 

・資源回収活動においては，保護者や地域の方々の積極的に協力していた
だける姿もあり，生徒達は勤労精神や将来地域で活躍するときの協力の
大切さを多く学んでいる。 

 


